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10
月
７
日
、
町
農
業
委
員
会
で
は
農

地
利
用
状
況
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
こ

の
調
査
で
は
遊
休
農
地
な
ど
の
現
状

や
、
農
地
の
無
断
転
用
の
有
無
を
調
べ

る
た
め
、
委
員
が
町
全
域
を
パ
ト
ロ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　

山
間
地
域
の
遊
休
農
地
の
多
く
は
草

が
生
い
茂
っ
た
状
態
で
、
復
旧
に
は
困

難
な
状
態
で
し
た
。
こ
の
原
因
は
、
担

い
手
不
足
と
獣
害
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
耕
作
さ
れ
て
い

な
く
て
も
条
件
の
良
い
農
地
は
貸
付
の

指
導
や
あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
遊
休
農
地
の
解
消
は
農
業

委
員
会
だ
け
で
は
難
し
く
、
地
域
で

の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。
新
た
な
遊

休
農
地
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
と
と
も

に
、
農
地
利
用
の
希
望
者
情
報
が
あ
れ

ば
、
農
業
委
員
へ
知
ら
せ
て
い
た
だ
く

な
ど
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

違
反
転
用
と
み

ら
れ
る
農
地
は
、

是
正
指
導
を
行
い

ま
す
。

【

連

絡

先

】

市

川
三
郷
町
農

業
委
員
会
☎

０
５
５
（
２
４
０
）

４
１
５
７

【
加
入
条
件
】
ご
自
分
で
国
民
年
金
を

納
め
て
い
て
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に

従
事
す
る
60
歳
未
満
の
方

※
国
民
年
金
の
付
加
年
金
（
付
加
保
険

料
月
額
４
０
０
円
）
へ
の
加
入
が
必
要

で
す
。

　

自
ら
が
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用

収
入
を
、
将
来
受
給
す
る
年
金
の
原
資

と
し
て
積
み
立
て
、
こ
の
年
金
原
資
の

額
に
応
じ
て
年
金
額
が
決
ま
る
確
定
拠

出
型
の
年
金
で
す
。

　

自
分
が
必
要
と
す
る
年
金
額
の
目
標

に
向
け
て
、
自
分
で
保
険
料
を
決
め
ら

れ
ま
す
（
月
額
２
万
円
～
６
万
７
千
円

間
で
千
円
単
位
で
選
択
）

　

年
金
は
生
涯
支
給
。
加
入
者
や
受

給
者
が
80
歳
前
に
亡
く
な
っ
た
場
合
で

も
、
死
亡
一
時
金
が
遺
族
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

支
払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会

保
険
料
の
控
除
の
対
象
で
す
。

　

認
定
農
業
医
者
で
青
色
申
告
を
し
て

い
る
な
ど
、
一
定
の
条
件
を
満
た
し
た

農
業
の
担
い
手
と
な
る
方
に
は
、
国
か

ら
月
額
最
高
１
万
円
の
保
険
料
補
助
が

あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
Ｊ
Ａ
西
八
代
☎

０
５
５
（
２
３
０
）
３
０
５
６

農
業
者
年
金
に
加
入
し
て
安

心
で
豊
か
な
老
後
を

農
業
者
年
金

な
に
か
と
有
利
な
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　

～
農
業
者
の
方
な
ら
広
く
加
入
で
き
ま
す
～

■
少
子
高
齢
化
時
代
に
強
い

■
保
険
料
の
額
を
自
由
に
決
定

■
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付
き

■
税
制
上
の
優
遇
措
置

■
手
厚
い
政
策
支
援

無許可で農地の転用をすると、農
地法違反で罰せられます。
　農地に農業施設や建物を建てる行為、一時
的でも資材置き場とする行為、駐車場として
利用する行為も農地転用になります。また田ん
ぼから畑に変える行為も転用許可が必要です。

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

全国農業新聞
購読受付中

▷わかりやすい農業・農政の解説▷
みんな知りたい経営・流通の最新情
報▷くらしと地域に活力を▷女性の
元気を応援

毎週金曜日発行
B3 版８～ 10 ページ

購読料：月 600 円（送料、税込み）

【問い合わせ・申し込み】
市川三郷町農業委員会事務局

☎055-240-4157
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男
女
共
同
参
画
活
動
報
告

　

10
月
23
日
ぴ
ゅ
あ
峡
南
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
南
部
町
の
ぴ
ゅ
あ
峡
南

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の

テ
ー
マ
は「
参
画
社
会『
理
解
』か
ら
、

さ
あ
『
実
践
』
へ
」。
峡
南
各
町
の
取

り
組
み
や
ぴ
ゅ
あ
峡
南
の
自
主
事
業

の
紹
介
、
施
設
利
用
グ
ル
ー
プ
の
活

動
発
表
や
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
大
道
芸

人
ゆ
～
た
♪
さ
ん
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
と
多
彩
な
催
し
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

玉
穂
の
ど
ち
ペ
イ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
・
土
地
先
生
に
よ
る
講
演
会
。
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
野
菜
や
手
作

り
食
品
、
特
産
品
の
ほ
か
、
身
延
高

校
と
増
穂
商
業
高
校
の
生
徒
に
よ
る

グ
ッ
ズ
販
売
も
盛
況
で
し
た
。

　

┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄

　

10
月
17
日
、
み
さ
と
の
秋
ま
つ
り

会
場
で
行
っ
た
「
男
女
共
同
参
画
意

識
」ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
参
画
へ
の『
理

解
』
は
上
々
。
で
も
、
職
場
や
地
域

で
の
現
状
は
？
と
考
え
る
と
、
ま
だ

ま
だ
心
許
な
い
の
も
実
情
か
も
。
習

慣
を
変
え
る
『
実
践
』
は
な
か
な
か

難
し
い
で
す
よ
ね
。

　

で
す
が
高
校
生
の
は
つ
ら
つ
と
し

た
頼
も
し
い
姿
を
み
て
い
る
と
、
そ

ん
な
社
会
も
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
よ
う

に
感
じ
ま
し
た
。

　

┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄

　

今
年
の
6
月
か
ら
改
正
育
児
・
介

護
休
業
法
が
ス
タ
ー
ト
し
、
マ
マ
と

パ
パ
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

（
仕
事
と
育
児
の
調
和
）
の
た
め
に

賃
金
の
一
部
給
付
や
期
間
・
制
限
の

見
直
し
な
ど
、
育
児
休
業
が
と
り
や

す
く
な
り
ま
し
た
。
安
心
し
て
子
ど

も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
、
看
護

や
介
護
の
で
き
る
環
境
に
、
家
庭
や

職
場
、
地
域
社
会
で
協
力
し
あ
っ
て

つ
く
り
あ
げ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち

の
ま
ち
の
未
来
、
暮
ら
し
や
す
さ
に

繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

な
に
よ
り
も
『
実
践
』
へ
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄

　

と
こ
ろ
で
、
今
年
も
「
輝
く
笑
顔

い
ち
か
わ
み
さ
と
川
柳
コ
ン
テ
ス

ト
」
へ
の
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
５
０
０

通
を
超
え
る
作
品
か
ら
、
川
柳
三
升

会
の
協
力
を
頂
き
、
優
秀
作
品
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
表
彰
式
は
、
12
月
19

日
㈰
の
午
後
１
時
30
分
か
ら
市
川
大

門
町
民
会
館
に
て
催
さ
れ
ま
す
。
当

日
は
子
育
て
に
奮
闘
す
る
パ
パ
た
ち

の
「
イ
ク
メ
ン
（
育m

en

）」
談
義

も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

お
茶
と
お
菓
子
も
用
意
し
て
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
子
様
と

も
ご
一
緒
に
お
気
軽
に
、
お
越
し
下

さ
い
。

(̂ o )̂/　

  

市
川
三
郷
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

笠
井　

辰
生

29▲なんぶ少年少女合唱団による合唱（ぴゅあ峡
南フェスティバル）

▲みさとの秋まつりでは大勢の方がアンケート
に協力していただけました

輝く笑顔いちかわみさと
フォーラム２０１０

12 月 19 日 ㈰ 
市川大門町民会館

■川柳コンテスト表彰式
　受付開始 13:15　式典開始 13:30
■フォーラム
　『イクメン（育 men）』談義（予定）
　14:30 頃～ 15:30 頃

【問い合わせ】
　町企画課企画政策係☎ 055-272-1103
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今
月
の
各
種
相
談

■
巡
回
児
童
相
談
所
⇨
町
い
き
い
き
健
康
課
子

育
て
支
援
係
☎
０
５
５
６
（
32
）
２
１
１
４

■
教
育
相
談
⇨
町
教
育
委
員
会
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
６
０
９
３

12
月
イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー

カレンダーの
見方
休　→　休館日

P ５　→　本誌
５ページに詳細
記事あり

② P ５ → 本 紙
２月号５ページ
に詳細記事あり

※河頭地区の可燃ゴミの収集は金曜日のみです
※祝日でもカレンダーどおりに収集します。
※詳しくは各世帯に配布されたゴミ収集予定表、
　およびゴミ便利帳をご覧下さい。

直通電話番号一覧
【本庁舎】　代表☎ 055-272-1101
企 画 課055-272-1103　総 務 課055-272-1102
財 政 課055-272-6091　町 民 課055-272-1105
税 務 課055-272-1104　福祉支援課055-272-1106
生活環境課055-272-6092　建 設 課055-272-6090
出 納 室055-272-1107　議会事務局055-272-1108
教育総務課055-272-6093　生涯学習課055-272-6094
政策推進室055-272-6095

【三珠庁舎】
三 珠 支 所055-240-4153　産業振興課055-240-4157

【六郷庁舎】
六 郷 支 所0556-32-2111　いきいき健康課0556-32-2114

【市川保育所内】保育課保育係 055-240-4160
【大同出張所】055-272-1504
【防災無線聞き直し】0210-704-553←無料　055-272-7799

No.063
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【受付時間・診療科目】
( 土曜 ･日曜日･祝日の受付はありません）
■午前診療科目（受付 AM ８:00 〜 11:30） 
　内　　　科　⇨　月〜金
　循環器内科　⇨　月・火・水・金
　外　　　科　⇨　月〜金
　泌 尿 器 科　⇨　月〜金
　眼 科　⇨　月・火・金
　皮　膚　科　⇨　月・※水・金
　　※水曜日は不定期です（要確認）
　耳鼻咽喉科　⇨　火 ･ 木 ･ 金
■午後診療科目（受付 PM3:00 まで）
　呼吸器特診　⇨　水曜日
　心臓血管特診　⇨　金曜日［毎月２回］
　脳神経外科　⇨　火曜日
■予約制診療科目

整形外科 ⇨ 月・火・水・木
　（水曜日・木曜日は午前中のみです）
　婦人科（午後のみ）⇨火・金
※予定が変更になる場合があります。
詳しく は町立病院へお問合せ下さい。
※予約（変更 ･ 取り消し等）の問い合
わせは、専用ダイヤル☎ 055-272-5311

［受付時間］
午後１時〜４時（土 ･ 日、祝日を除く）

市川三郷町立病院 ☎ 055-272-3000

子どもの急病や心配ごとの相談は…

■
心
配
ご
と
相
談
⇨
時
間
13
時
30
分
〜
16
時

▽
三
珠
地
区
12
月
15
日
㈬
三
珠
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
相
談
室 

問
町
社
協
三
珠
支
所
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
２
８
８
１

▽
市
川
地
区
12
月
10
日
㈮
町
福
祉
保
健
総
合

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
相
談
室 

問
町
社
協
市
川
支
所

☎
０
５
５
（
２
７
２
）
４
１
７
９

▽
六
郷
地
区
12
月
10
日
㈮
六
郷
町
民
会
館 

問

町
社
協
六
郷
支
所
☎
０
５
５
６（
32
）３
８
４
７

■
行
政
相
談

▽
三
珠
・
市
川
地
区
12
月
10
日
㈮ 

14
時
〜
16

時 

町
役
場
本
庁
舎
２
階
第
２
会
議
室
問
総
務

課
庶
務
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
１
１
０
２

▽
六
郷
地
区
12
月
７
日
㈫
14
時
〜
16
時 

六
郷

町
民
会
館
２
階
小
会
議
室
【
問
】
役
場
六
郷
支

所
庶
務
係
☎
０
５
５
６（
32
）
２
１
１
１

■
心
と
身
体
の
な
ん
で
も
相
談
⇨
12
月
21
日
㈫

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
・
三
珠
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
１
階
診
察
室
・
市
川
大
門
町
民
会
館
１
階

保
健
室
・
六
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

介護老人保健施設ケアセンターいちかわ
■通所リハビリテーション

（月～金　祝日を除く）9:00 ～ 4:00
【問い合わせ】☎ 055-272-5121

No.063

■小児救急電話相談　☎♯ 8000
ダイヤル回線からは☎ 055-226-3369 へ
※受診した方が良いか相談・助言など
■急病時、時間外での小児医の受診
小児初期救急医療センター
☎ 055-226-3399 
※電話相談をしてから受診して下さい。

■内科
 月・木・金・土（土曜日は午前中のみ）
※都合により４日㈯の終日、17 日㈮
の午後は休診します
■整形外科
 �第１・３・５木曜日の午後
 12 月は２日㈭午後、16 日㈭午後です。

【診療時間】
　午前９時〜正午  /  午後２時〜５時

【問い合わせ】
　国保診療所☎ 055-272-7111
　町民課国保老健係☎ 055-272-1105

町営国民健康保険診療所 ☎ 055-272-7111

■
消
費
生
活
相
談
（
毎
月
第
２
木
曜
日
）
⇨
12

月
９
㈭
午
前
10
時
～
正
午
・
町
役
場
三
珠
庁
舎

１
階
会
議
室 

問
町
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

☎
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
５
７

※冊子からはずして壁に貼るなどしてご利用下さい。

■心のよりどころサロン「でてこうし」（毎週金
曜日午前 10 時～午後３時）⇨三珠
健康管理センター問町福祉支援課☎
055-272-1106（詳しくは広報８月号６
ページ参照）
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ほ
と
ん
ど
の
町
民
の
方
は
、
町
税

を
納
期
限
内
に
自
主
的
に
納
め
て
い

た
だ
い
て
ま
す
が
、
再
三
の
催
告
に

も
応
じ
ず
納
付
し
な
い
滞
納
者
も
存

在
し
ま
す
。

　

町
で
は
税
負
担
の
公
平
性
を
確
保

し
、
滞
納
の
解
消
を
図
る
た
め
に
悪

質
な
滞
納
者
に
対
し
て
県
地
方
税
滞

納
整
理
推
進
機
構
と
共
同
で
、
強
制

的
に
、
給
与
、
不
動
産
、
自
動
車
、

預
貯
金
、
生
命
保
険
等
の
財
産
の
差

押
え
を
行
い
、
そ
の
財
産
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
公
売
な
ど
で
換
金
し
滞
納

税
額
に
充
て
て
い
ま
す
。

　

ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
職
員
が
滞

納
者
の
自
宅
な
ど
を
強
制
的
に
捜
索

し
て
、
発
見
し
た
財
産
を
差
し
押

え
、
搬
出
し
公
売
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

納
期
限
ま
で
に
税
金
を
納
付
し
て

い
な
い
と
、
本
来
納
め
る
べ
き
税
金

の
他
に
延
滞
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
延
滞
金
額
は
、
納
期
限

の
翌
日
か
ら
納
付
の
日
ま
で
の
日
数

に
応
じ
、
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

����������
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町
で
は
、
税
金
な
ど
を
金
融機

関

の
口
座
か
ら
振
替
納
付
し
て
い
た
だ

く
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
口
座
振

替
の
手
続
き
を
し
て
お
く
と
、
納
付

期
限
が
到
来
し
た
町
税
な
ど
が
ご
指

定
い
た
だ
い
た
口
座
か
ら
自
動
的
に

振
替
え
ら
れ
る
の
で
、
納
付
の
手
間

が
省
け
ま
す
。

　

申
込
手
続
き
は
簡
単
で
す
の
で
、

是
非
ご
利
用
����




下
さ
い
�。

　滞納は絶対に許
しません！

▲タイヤロック装置による自動車の差し押え

県
地
方
税
滞
納
整
理
推
進
機
構
と
共
同
で

町
税
の
徴
収
を
強
化
し
ま
す
！

　

市
川
三
郷
町
は
、
山
梨
県
が
県
内
全
市
町
村
と

共
同
で
設
立
し
た
『
山
梨
県
地
方
税
滞
納
整
理
推

進
機
構
』
に
参
加
し
て
い
ま
す
。　

　

同
機
構
で
は
、
町
税
な
ど
の
滞
納
処
分
を
強
力

に
推
進
し
て
い
ま
す
。

■市川三郷町の差押え実績
（平成22年４月～平成22年10月）

差
押
え
財
産

給　

与

不
動
産

自
動
車

預
貯
金

生
命
保
険

そ
の
他

件数 １ ３ ６ 88 30 20

合計 148

税
金
は
ま
ち
づ
く
り
を
支
え

る
大
切
な
財
源
で
す

口
座
振
替
を
ご
利
用
下
さ
い

　災害や病気などの事情により、全額を一時に納
められない場合には、徴収の猶予などの制度があ
ります。ただし、生活状況や財産の取得状況など
を申告していただき、調査の結果、要件に該当し
た場合に適用されます。
【納税相談窓口】町税務課徴収係☎ 055-272-1104

延
滞
金
は
必
ず
徴
収
し
ま
す
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　高校を卒業してフリーターに
なりかけた男子が、神去村に住
み 込 み 林 業をする話。初めは、
逃げることばかり考えていたが、
次第に林業の魅力に取りつかれ
ていく。おもしろくてすらすら
読める。楽しいだけでなく、最
後には熱い気持ちにさせてくれ
る一冊。色んな分野を魅力的に
描ける三浦しをんはやっぱりす
ごい！！（20 代女性）

『神去なあなあ日常』
（三浦しをん・徳間書店）

わたしの
一冊

教えて下さい、あなたのオススメ

新 書図着

『そうだったのか！池上彰の
                      学べるニュース１』

（池上彰 / 海竜社）

　イギリスで、120 年以上ものあいだ読み継がれている
ジェイコブズの２冊の昔話集から、子どもたちに語って
聞かせるための 16 話を厳選して収録しています。スリ
ルあふれる冒険談や、大男、幽霊が登場する怖い話など
素朴で親しみやすい一冊です。

『子どもに語るイギリスの昔話』
（松岡享子・訳 / こぐま社）

　世界を見抜く本物の力がつく！国家予算、地球温暖化、
連立政権、国際情勢、デフレなど新聞やテレビのニュー
スでは理解しにくいテーマを、池上彰がわかりやすく解
説しています。これであなたもニュース通になれるかも。

（第２巻も所蔵しています）

■児童向け

■一般向け

【本　　館】055-272-8888   開館時間 9:00 〜 17:00（木曜日は 19:00 まで）
【三珠分館】055-272-1204   開館時間 9:00 〜 17:00 
【六郷分館】0556-32-2002   開館時間［平日］正午〜 17:00［土・日］9:00 〜 17:00
■休館日：全館とも毎週月曜・祝日・年末年始   ※本館のみ月の最後の平日

2010 年は国民読書年

「ふる里の野鳥たち」12/1 ㈬～ 1/28 ㈮
作者：一瀬和一さん（市川大門）

　季節が冬へと色を変え、葉を落とした雑木林に一番
に姿を見せるのが、オレンジ色が美しいジョウビタキ。

そしてまもなく青色のルリビタキ
が高山から下りて来ると、林の中か
ら湧いてくるような澄んだ囀りが
美しく響いてきます。今回は、この
２羽を中心に写真を展示します。

募
集

図書館ではイベントの手伝い、絵本の読みき
かせなどのボランティアを募集しています
※活動時間は要相談
　問町立図書館本館☎ 055-272-8888

甦った根津ピアノの音色と朗読の調べ
　10 月 23 日、市川大門町民会館ロビーで朗読サロンが開催さ
れました。宮沢賢治『よだかの星』をはじめ、今回も「橡の会」
の方々が素晴らしい朗読を披露して下さいました。また、修復
された※根津ピアノのお披露目も行われ、80 年前と変わらない
音色が観客を魅了しました。

図書館クリスマス会

■本　　館ー [ 乳幼児 ] 12/16 ㈭ 11:00 〜 11:30
■三珠分館ー [ 幼児～小学 ] 毎週㈫ 16:30 〜 17:00
　　　　　　 [ 乳幼児 ] 12/14 ㈫ 11:15 〜 11:45
■六郷分館ー [ 幼児～小学 ] 12/21 ㈫ 15:30 〜 16:00

今月のおはなし会 　気軽におこし下さい！

　今年も町立図書館本館では、皆さんに素敵なクリスマ
スをお届けいたします。お気軽にご参加下さい。

【日時】12 月 12 日 ㈰ 午後１時 30 分～３時
【場所】市川大門町民会館２階講堂
【内容】影絵、

　大型絵本、
　マジック　他 

展示コーナー（本館）

※根津ピアノ　－　昭和のはじめ、甲州財閥を代表する実業家・根津嘉
一郎氏により県内全小学校に寄贈された。市川小学校に贈られたピアノ
はその後、寿会館（現・中地区公民館）に移設された。既に 80 年近い
時を経て現存している貴重なピアノ。




